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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 75,175 13.9 1,160 64.7 1,367 19.2 1,064 30.1

30年３月期第２四半期 65,981 4.1 704 △18.4 1,147 △12.7 818 △28.4
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 1,271百万円(△31.8％) 30年３月期第２四半期 1,864百万円( 567.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 25.49 －

30年３月期第２四半期 19.59 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第２四半期 72,652 33,305 45.5

30年３月期 73,709 32,461 43.7
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 33,067百万円 30年３月期 32,227百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

31年３月期 － 0.00

31年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 155,000 9.3 2,300 14.8 3,000 2.8 2,100 1.5 50.28
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 41,780,000株 30年３月期 41,780,000株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 16,773株 30年３月期 16,773株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 41,763,227株 30年３月期２Ｑ 41,763,227株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としているものであり、実際の業
績は今後の様々な要因により大きく異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国の景気は好調に推移したものの、ユーロ圏及び英国の景気は

減速傾向となりました。また、中国は依然として高い成長率を維持しており、アジア新興国も内需の拡大や輸出の増

加により成長が続きました。一方、我が国経済においては、景気は回復基調で推移しました。

このような状況の下、当社グループは2019年度までの３ヶ年中期経営計画「Next Stage 2019」を掲げ、ポートフォ

リオマネジメントを推し進め事業推進力の強化に取り組んでまいりました。

　

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、751億７千５百万円と前年同期の13.9％にあたる91億９千３百万

円の増収となりました。また、営業利益は11億６千万円と前年同期の64.7％にあたる４億５千５百万円の増益、経常

利益については、13億６千７百万円と前年同期の19.2％にあたる２億２千万円の増益となりました。親会社株主に帰

属する四半期純利益については、10億６千４百万円と前年同期の30.1％にあたる２億４千６百万円の増益となりまし

た。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益は25.49円となりました。

なお、主な要因は以下のとおりであります。

・売上高については、全ての報告セグメントが前年を上回ったため、増収になりました。

・営業利益については、販売費及び一般管理費が若干増加したものの、売上高の増加により売上総利益が大幅に増

加した結果、増益となりました。

・経常利益については、受取配当金および持分法による投資利益の減少や為替差損の増加等があったものの、営業

利益が増加した結果、増益となりました。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　

なお、第１四半期連結会計期間より、当社の組織を再編し、商品カテゴリーを切り口とした本部・グループ制（化

学品本部、石油製品本部、機能材料本部、合成樹脂本部、機能建材本部の５本部）から、相互に関わりある事業群を

基軸とした事業部門・事業部制（第一事業部門、第二事業部門、第三事業部門の３事業部門及び事業部門から独立し

た自動車事業部）に変更を行いました。この組織体制に伴い当社グループの業績管理区分も変更し、報告セグメント

を、従来の「化学品関連事業」「石油製品関連事業」「機能材料関連事業」「合成樹脂関連事業」「機能建材関連事

業」の区分から、「第一事業」「第二事業」「第三事業」「自動車事業」といたしました。

セグメントの名称 主な事業 事業内容及び主な取扱商品

第一事業

電池材料事業
資源・環境ビジネス事業
樹脂・難燃剤事業
医薬関連開発事業

電池材料
レアアース・レアメタル、環境関連
合成樹脂・難燃剤
原薬・医薬中間体

第二事業
石油製品事業
石油ビジネス開発事業

潤滑油、ベースオイル、添加剤
海外事業開発

第三事業
高機能素材事業
機能建材事業

化学品原料、印刷材料、合成樹脂加工品
機能建材

自動車事業 自動車事業 自動車部品関連事業
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また、従来当社グループは、営業利益に受取利息及び支払利息を調整した金額をセグメント利益としておりました

が、業績管理指標を経常利益に移行したことに伴い、第１四半期連結会計期間より当社グループのセグメント利益を

「経常利益」に変更いたしました。

　

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。

　

① 第一事業

第一事業の売上高は、191億９千６百万円と前年同期の22.0％にあたる34億６千１百万円の増収、セグメント利益

につきましては、３億８千１百万円と前年同期の45.1％にあたる１億１千８百万円の増益になりました。

これは主に各取引が以下の通り推移した結果によるものです。

・電池材料事業は、自動車用などの電池材料が好調に推移しました。

・資源・環境ビジネス事業は、環境関連は前年同期並に推移し、資源関連は好調に推移しました。

・樹脂・難燃剤事業は、前年同期並になりました。

・医薬関連開発事業は、新規事業の開拓に注力しました。

　

② 第二事業

第二事業の売上高は、205億８千８百万円と前年同期の26.9％にあたる43億６千７百万円の増収、セグメント利益

につきましては、３億９千６百万円と前年同期の16.7％にあたる５千６百万円の増益になりました。

これは主に各取引が以下の通り推移した結果によるものです。

・石油製品事業は、潤滑油及びベースオイルは前年同期並に推移し、添加剤は引き続き好調に推移しました。ま

た、中国潤滑油事業は建機等の主要対面業界の回復及び空調機業界の伸長があったため、好調に推移しまし

た。

・石油ビジネス開発事業は、新規事業の開拓に注力しました。

　

③ 第三事業

第三事業の売上高は、339億３千８百万円と前年同期の3.7％にあたる12億１千４百万円の増収、セグメント利益

につきましては、３億４千２百万円と前年同期の2.3％にあたる８百万円の減益になりました。

これは主に各取引が以下の通り推移した結果によるものです。

・高機能素材事業は、印刷材料は順調に推移し、化学品原料及び合成樹脂加工品が前年同期並になった結果、前

年同期並に推移しました。

・機能建材事業は、断熱材は順調に推移したものの、防水資材は低調に推移しました。

・全体として、売上高は増加したものの販売管理費の増加等が影響し、セグメント利益につきましては低調に推

移しました。

④ 自動車事業

自動車事業の売上高は、12億１千９百万円と前年同期の24.8％にあたる２億４千２百万円の増収、セグメント利

益につきましては、２億１千２百万円と前年同期の17.8％にあたる４千５百万円の減益になりました。

これは主に以下の通り推移した結果によるものです。

・売上高は増加したものの持分法による投資利益の減少により、セグメント利益につきましては低調に推移しま

した。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、726億５千２百万円と前年度末の1.4％にあたる10億５千６百万円

の減少となりました。また、負債は393億４千７百万円と前年度末の4.6％にあたる19億円の減少、純資産については、

333億５百万円と前年度末の2.6％にあたる８億４千３百万円の増加となりました。

この結果、自己資本比率は45.5％となりました。

なお、主な要因は以下のとおりであります。

・流動資産が537億５千５百万円と前年度末の2.9％にあたる15億８千３百万円の減少となっておりますが、これは、

主に現金及び預金が仕入債務の支払や借入金の返済、法人税の支払、配当金の支払等により減少したことによる

ものであります。これにより、流動負債では、仕入債務や借入金が前年度末に比べて減少しております。

・固定資産が188億９千６百万円と前年度末の2.9％にあたる５億２千６百万円の増加となっておりますが、これは、

有形固定資産を一部処分した一方、主に保有する株式の市場価格が上昇したことに伴うその他有価証券の評価額

の増加と、持分法による投資利益により、投資有価証券が増加したためであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,257 4,860

受取手形及び売掛金 41,761 41,539

商品 6,589 6,620

その他 930 910

貸倒引当金 △198 △173

流動資産合計 55,339 53,755

固定資産

有形固定資産 856 703

無形固定資産 253 196

投資その他の資産

投資有価証券 16,296 16,964

その他 1,107 1,167

貸倒引当金 △143 △135

投資その他の資産合計 17,260 17,996

固定資産合計 18,370 18,896

資産合計 73,709 72,652

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 29,836 28,922

短期借入金 5,282 4,536

1年内返済予定の長期借入金 54 43

未払法人税等 459 303

賞与引当金 526 519

その他 602 581

流動負債合計 36,762 34,907

固定負債

長期借入金 654 637

役員退職慰労引当金 19 20

退職給付に係る負債 931 933

その他 2,880 2,848

固定負債合計 4,485 4,440

負債合計 41,248 39,347
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,024 4,024

資本剰余金 2,761 2,761

利益剰余金 21,438 22,085

自己株式 △4 △4

株主資本合計 28,220 28,867

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,119 4,306

繰延ヘッジ損益 △9 2

為替換算調整勘定 396 340

退職給付に係る調整累計額 △499 △449

その他の包括利益累計額合計 4,007 4,200

非支配株主持分 233 237

純資産合計 32,461 33,305

負債純資産合計 73,709 72,652
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 65,981 75,175

売上原価 61,000 69,638

売上総利益 4,981 5,536

販売費及び一般管理費 4,276 4,376

営業利益 704 1,160

営業外収益

受取配当金 144 84

持分法による投資利益 369 317

その他 39 52

営業外収益合計 553 454

営業外費用

支払利息 44 72

為替差損 21 117

その他 43 57

営業外費用合計 110 246

経常利益 1,147 1,367

特別利益

固定資産売却益 － 49

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 0 49

特別損失

固定資産除却損 23 12

その他 0 0

特別損失合計 23 13

税金等調整前四半期純利益 1,124 1,404

法人税、住民税及び事業税 308 374

法人税等調整額 △11 △47

法人税等合計 297 327

四半期純利益 826 1,076

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 818 1,064
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 826 1,076

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 684 230

繰延ヘッジ損益 17 11

為替換算調整勘定 179 △127

退職給付に係る調整額 83 54

持分法適用会社に対する持分相当額 72 25

その他の包括利益合計 1,037 195

四半期包括利益 1,864 1,271

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,852 1,257

非支配株主に係る四半期包括利益 12 14
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
第一事業 第二事業 第三事業 自動車事業 計

売上高

外部顧客への売上高 15,735 16,221 32,723 976 65,656 325 65,981

セグメント間の内部
売上高又は振替高

36 29 29 2 98 4 103

計 15,771 16,250 32,753 979 65,755 329 66,085

セグメント利益
又は損失(△)

262 339 350 258 1,211 △29 1,182

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硝子製品事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 1,211

「その他」の区分の利益又は損失(△) △29

セグメント間取引消去 32

全社費用(注) △67

四半期連結損益計算書の経常利益 1,147

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社経費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
第一事業 第二事業 第三事業 自動車事業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,196 20,588 33,938 1,219 74,942 232 75,175

セグメント間の内部
売上高又は振替高

36 23 26 － 86 0 86

計 19,233 20,612 33,964 1,219 75,028 233 75,262

セグメント利益
又は損失(△)

381 396 342 212 1,332 △22 1,309

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硝子製品事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益又は損失 金額

報告セグメント計 1,332

「その他」の区分の利益又は損失(△) △22

セグメント間取引消去 22

全社費用(注) 35

四半期連結損益計算書の経常利益 1,367

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社経費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　

第１四半期連結会計期間より、業績管理区分を変更したことに伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セ

グメントを従来の「化学品関連事業」「石油製品関連事業」「機能材料関連事業」「合成樹脂関連事業」「機能建材

関連事業」から、「第一事業」「第二事業」「第三事業」「自動車事業」に変更しております。

また、併せて事業セグメントの利益又は損失の算定方法を、従来の営業利益に受取利息と支払利息を加減した数値

から、経常利益ベースに変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法と利益又は損失の算定方法によ

り作成したものを記載しております。

詳細につきましては、「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご参照ください。

　

（追加情報）

　

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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